




　ベトナム・キン族の各家庭では、毎年陰暦 12 月 23 日に、台所の神とされる「オンタオ」
を祀る儀礼がおこなわれ、オンタオは現在でも家族を見守る最も重要な神として信仰されてい









Worship of Ong Tao in Hue, Vietnam
Naoko NABETA
Abstract
     Ong Tao is a tutelary deity of the kitchen furnace in Vietnam. Ong Tao rituals are performed 
nationwide in Vietnam, as Ong Tao is one of the most important deities for the Kinh people of 
Vietnam. When the custom of worship of the tutelary deity of the kitchen furnace was introduced 
from China into Vietnam, the Kinh people created three deities to represent Ong Tao in Vietnam 
and the ways of worship, including ritual practices, diversified as they developed in different 
regions of Vietnam. 
     In this paper, I illustrate the characteristics of Ong Tao worship in Hue that are both a 
continuation of old traditional religious observance and newer forms unique to Hue, through 
a comparison with other regions of Vietnam by both literature study and field survey. The 
characteristics of Ong Tao in Hue are considered through the historical background and the 
concepts of Ong Tao among the contemporary people, including the ambiguous nature of the 






























Đoàn Triển）の『安南風俗冊』（Mai Viên Đoàn Triển 2008（1906））、ベトナム語で書かれた
最初の研究ファン・ケー・ビン（Phan Kế Bính）による『ベトナムの風俗』（Việt Nam Phong 






Đại Vinh 1995）とフィン・ディン・ケット （Huỳnh Đình Kết 1998, 2001, 2005）の研究、南部
ではフィン・ゴック・チャン（Huỳnh Ngọc Trảng 1993, 1994, 2013）、チャン・ゴック・テム（Tran 



























































7 月 15 日 中元節：TẾT TRUNG NGUYÊN
8 月 15 日 中秋節：TẾT TRUNG THU
2 月 9 月 （9 日 重陽節：TRÙNG CỬU［重九］）
3 月
3 日　寒食節：TẾT HÀN THỰC
　　   寒食節、または清明節　





臘月 30 日：除夕節　夜半：交承節 45 月 5 日 端陽節（端午節） : TẾT ĐOAN NGỌ 




は、「táo（灶）bếp」（カマド、台所）の項目があり、「táo coên, bua bếp, bếp,phăm cao,5」と説明
されている（Alexandre De Rhodes 1651 : 723）。1659 年に宣教師ベント・ティエン 6 の記した










4 原文では臘月 23 日と 30 日の行事は 1 月の項に記載されている。便宜上表には 12 月の行事とした。
5 táo coên, bua bếp, bếp, phăm cao の訳は、「灶君、カマド王、カマド、ファム・カオ」となる。大西は最後のファム・
カオはオンタオの名前ではないかと記している（大西 2002: 97, 2013: 14）。





7 ベトナム訳「Buabin（ông Địa?）」とある。Buabin というベトナム語がないため、ベトナム語訳者は ông Địa（オ
ンディア：翁地）ではないかとしている。オンディアは一般的に土地神として財神とともに祀られている。
8 原文は灶、ベトナム語では đầu rau ダウザウと訳されている。
9 トアン・アインは資料のなかでオンタオについて、時に Táo quân（タオクゥアン：灶君）、時に Thổ công（トー
コン：土公）と記しているため、ここではオンタオと統一している。
10 それぞれ字牌は東厨司命灶府神君、土地龍脈尊神、五方五土福徳正神である（Toan Ánh 1997（1967）：114, 
2000: 81-82）。
11 トアン・アインはオンコン（翁土＝土公）と記している (Toan Ánh 1997（1967）：112-120, 2000: 81-85）。
があり、第１はタオクアン（竃君）、第 2 は先師、職業を助ける神、第 3 は、Buabin（オンディ
ア翁地？ 7）、これは人々が家を建てるときに拝む神であると述べている（Tavernier, J .B. 2011 
（1681）：99）。ここには三つの神が記されている。
　1700 − 1800 年代については、民間のオンタオ祭祀に関する記述は、現時点では発見できて
いない。1906 年に出された『安南風俗冊』には、陰暦 12 月 23 日オンタオ送神儀礼において、
一匹の鯉を用いること、古い土製支脚 8 を捨て新しいものに取り替えることが記されている
（Mai Viên Đoàn Triển 2008（1906））。ファン・ケー・ビンは、1915 年の『ベトナムの風俗』の
なかで、オンタオ送神儀礼は人間の善悪を天に報告に行く道教的役割と、夫二人と妻一人の登
場する民間伝承に従って祀られると説明し、民間伝承に登場する夫二人妻一人の三人がオンタ
オ三神になることを明記している（Phan Kế Bính 2011（1915）：62）。儀礼では鯉を用いるこ
とも記されている。また、元旦には供物を「土公（Thổ công）、灶君（Táo quân）、芸師（Nghệ 
sư）」に供えるとある（Phan Kế Bính 2011（1915）：52）。この三神は、タベルニエの記した 3
つの神「灶君、先師、翁土（土公）」との関連が考えられる。
　オンタオについて詳しい記述をしたトアン・アインの主な内容は、以下の通りである。オン
タオ 9 は常に尊敬され、第一之家主、つまり家のなかの 1 番の主である。礼拝をするときは先
にオンタオを拝み、他の神様たちへの礼拝の許可をもらう。オンタオは、役割の異なる土公、
土地、土圻の三神から成り 10、それらをまとめた「定福灶君」と書かれた字牌を置く家もある。
陰暦 12 月 23 日はオンタオ 11 が家族の善悪を天帝に報告に行く日であり、人々は供物と一匹
の鯉を供え、金銀紙やオンタオの服・帽子などを燃やす。新しい字牌に変えるために古い字

















12 社（Xã）は、広域の郷村。地方行政単位：県 huyện と村 thôn の中間、またはトン tổng（総）と村 làng の中間
的な行政単位（川本邦衛編 2011: 1840）。
13 グエン・ドン・チーが収集したオンタオの昔話のなかで、煮炊きのときに鍋を置く 3 つのレンガのことを北部
ではダウザウといい、中部ではオンヌック（ông núc）という（Nguyễn Đông Chi 1974:219）と記している。ダ
ウザウとは直訳すると野菜の頭いう意味であり、どのような経緯で使われるようになったかは不明である。ま
た、中南部の人々の多くは土製支脚をオンタオと呼び、ダウザウという言葉を使用するひとは僅かである。
14 ドンソン期は紀元前 3-4 世紀頃～紀元 1 世紀頃（西村 2011:16, 90-91）
２．各地域のオンタオ
　オンタオを祀る儀礼は地域によりいくつかの特徴がみられる。ここでは、北部地域のハノ









①　2009 年 1 月 18 日タイビン省ミーアム集落に
おいてオンタオの送神儀礼調査を実施。
②　2011 年 8 月 5 日～ 25 日タイビン省ミーアム
集落、ホイアン旧市街、ホーチミン市、ファン
ラン市において聞き取り調査を実施。





















15 タイビン省ホームページ thaibinh.gov.vn（最終閲覧 2011 年 12 月）
ラン社とタイビン省ミーアム集落は、紅河デルタに属する。
　キムラン社（旧名は金蘭）は、ハノイ市郊外のザーライ（Gia Lâm）県南端、紅河左岸の提
外地に位置した人口約 500 人強の集落であり、ハノイからは直線距離で 10 km 程の場所に位










事例 1：グエン・ヴェト・ホン（Nguyễn Việt Hồng）氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（キムラン社）
























事例 2：ヴ・ヴァン・ニ（Vũ Văn Nhĩ）氏（ミーアム集落）













と家の庭で粘土を捏ねて自分で土製支脚を作っていた。そして、1 年に 1 度、陰暦 12 月 23 日
のオンタオ送神儀礼のときに、新しい土製支脚に換えて、古い土製支脚は川や池に捨てていた
という。しかし、いつまで使用していたかは覚えていない。
事例 3：ファム・ヴァン・コア（Pham Van Khoa）氏（ミーアム集落）





















している（鍋田 2012: 35-36）。しかし、トアン・アインの 1967 年の資料では、祖先の祭壇の
すぐ隣にオンタオの祭壇を設けるとあり（Toan Ánh 1997（1967）：112-113, 2000: 79-80）、祖
先の祭壇で祀るとは記されていない。それ以前の『安南風俗冊』やファン・ケー・ビンの『ベ
トナムの風俗』にもオンタオ祭壇の記述はない。ハノイ市でベトナム人家庭を調査した大西は、
1995 年出版の本のなかで祖先の祭壇の 1 番右の香炉はオンタオの香炉であると記している（大
西 1995: 221）。チャン・ゴック・テムも祖先の祭壇の左（東）側にオンタオの香炉が置かれ







































tâm QLBT Di tích Hội An）からの紹介により実施した。
（2）中部ホイアンのオンタオ
　ホイアンは 2 ～ 15 世紀頃まで中部ベトナム一帯を支配していたチャンパ王国の地であり、
チャンパ王国が衰退するとベトナム人たちが住み始め、16 世紀末から 17 世紀、18 世紀とホ
イアン貿易港は発展を続け、とくに 17 世紀には日本から渡った商人たちにより「日本町」が
形成された（菊池 2002: 10）。現在の旧市街に残る町並みは 19 世紀初頭以降に造られた木造









事例 5：トゥアン・アン・ズン（Thuan An Dung）邸








事例 6：クアン・タン（Quan Thang） 邸










17 東と西は自然方位である。ホイアン旧市街の家屋の配置は調査した 8 軒とも全て自然方位を用いている。また、
今回取り上げることはできないが、ホイアンは古いカマドとオンタオ祭壇の方位にも特徴がみられる。別の機
会に報告したい。
18 昭和女子大学はホイアンで 1993 年から現在も継続して発掘調査をおこなっている。土製支脚、土製焜炉の出
土は、『国際文化研究所紀要』1997、『ベトナム・ホイアン地域の考古学的研究』2002 のなかで報告されている。
命灶君」、西側 17 に「天官賜福」と記された祭壇がある。この 2 つの祭壇が置かれた経緯につ
いては分からないという。台所は家屋の 1 番奥に作られている。東の壁に 3 つ口カマドと低い
1 つ口カマドが作り付けられているが、現在は使用していない。オンタオの祭壇は 3 つ口カマ















アン（Trần Thị Xuân）は、これらのカマドは 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて作られた旧市
街特有のものであり、交易の重要な場であったことがカマドの形態にも影響していると記して
















19 ホーチミン市ホームページ http://www.hochiminhcity.gov.vn/Pages/default.aspx（最終閲覧 2013 年 11 月）。






民族はキン族、華人、クメール人、チャム人などである 19。チョロンは 18 世紀に華僑により
建設され、現在ベトナム最大の中華街である。ファンラン市はホーチミンから北へ約 350km
離れた位置にある。9 世紀初頭、13 世紀の終わりから 16 世紀初頭に建てられたチャンパの遺
跡と文化が残る街である 20。
事例 8：グエン・ティ・タイン（Nguyễn Thị Thanh）氏（ニントアン省ファンラン市）































22 フィン・ゴック・チャン（Huỳnh Ngọc Trảng）はホーチミン市の亭に祀られる神々を詳細に調査している。そ
のなかにオンタオ（東厨司命）が祀られていることが記されている（Huỳnh Ngọc Trảng 1993）。筆者もその資
料をもとに 2012 年にオンタオが祀られた亭を調査した。
23 フングエン期の土製支脚は梅原末次（梅原 1944: 75-78）、ドンソン文化の土製支脚は西村昌也（2011: 49）が
報告をしている。またハノイ歴史博物館にはフングエン期、ドンソン文化の土製支脚の展示がある。
チャウドックも祭祀や供物に違いはないという。
事例 10：フィン・クゥアン・トゥアン（Huỳnh Quang Thuấn）氏（ホーチミン市ビンチャン）













供物として、事例 9 のビッチ氏と事例 10 のトゥアン氏は、鶏は財神の供物と述べており、ホ
イアンの事例 7 とも共通することがわかる。また、現在はどの家もガスコンロを使用している
が事例 8 と事例 10 は、かつての送神儀礼では古い土製支脚を木の下に捨てていたと述べてい
る。2 人は共に 70 代であり、彼らが子どもの頃、おそらく 60 年ほど前には土製支脚が使用さ
れ、北部のミーアム集落の事例 2、事例 3 と同じく儀礼での新古の土製支脚の交代がおこなわ
れていたと考えられる。





ンソン文化（紀元前 3 世紀－紀元前 1 世紀）を経て歴史時代、近年まで形態の変化はあるが





24 グエン・ヴァン・ダン 2012: 482。
25 広南阮氏の第一代統治者、中南部ベトナムの基礎を作った人物（ファン・タイン・ハイ 2012: 498）。
26 ファン・タイン・ハイ 2012: 497-498。
27 ファン・タイン・ハイ 2012: 499。
28 ベトナムではベトナム戦争を抗米救国戦争 kháng chiến chống Mỹ, cưu quốc と呼ぶ。
族は、ホイアンの造り付けカマドを除いて、近年まで炉に土製支脚、または土製焜炉や五徳
















　1558 年に北部ベトナムから阮潢 25（1525 − 1613 年）が順化に入府し、広南阮氏による独立
王国的な発展をしていく 26。北緯 17 度線を境に中南部ベトナム（ダンチョン Đàng Trong）と






年 1946 年第一次インドシナ戦争開始、1954 年ジュネーヴ国際会議によりベトナムは再び北緯









29フィン・ディン・ケットは tran thờ（Huỳnh Đình Kết 1998: 33）と表しているが、チャン・ダイ・ヴィンはKhám thờ（Trần 
ĐạiVinh 1995: 79）と表現している。Tran は「棚」、本田氏の訳は「欄」（フィン・ディン・ケット 2005: 213） 
であり、khám は「龕」である。どちらも木製の小さな祭壇を表す言葉である。
30 フィン・ディン・ケットは tran ông, チャン・ダイ・ヴィンは trang ông と表記している。
31 それぞれの正式名称は、「五方土公尊神、歴代先師尊神、東厨司命灶君」であり、順に、「土神、職業神、竈神」
である。先師は家主である男性の職業を保護する神である（Trần Đại Vinh 1995: 79-85）。
32 2013 年、チャン・ダイ・ヴィン氏のご教示による。
33 2013 年、フィン・ディン・ケット氏のご教示による。
34 フィン・ディン・ケットは女性の本命神は九天玄女（Cưu Thiên Huyền Nữ） している（Huỳnh Đình Kết 1998: 
38）。ベトナムの九天玄女に関しては大西氏の詳しい研究がある（大西 2012c）。
　1 章で記したベトナムの年中行事と比較すると、フエ地域では、1 月 8-9 日の新年仕事始め






祀っている（Huỳnh Đình Kết 1998: 33）。この男性の本命神の祭壇をチャンオン（tran（trang）





位置に置かれている（Trần Đại Vinh 1995: 85-86）。チャンバーに祀られる神は、西宮王母本命




1 日 元旦《Tết Nguyên Đán》
3 日 祖先の見送り儀礼《Cúng đưa》　（2 日～ 5 日の間）
8 − 9 日
新年仕事始めの儀礼　　本命神儀礼
《Cúng đầu năm (cúng bà) 》　 8 日夜～ 9 日朝にかけておこなう
2 月 土神儀礼《Cúng Đất》　　　　2 月中のある日、または 8 月
5 月
5 日 端午の節句《Tết đoan ngọ》 　 
23 ～ 31 日 1885 年フランス侵攻、フエ陥落に伴う死者を祀る儀礼《Cô hồn》　　
7 月 15 日 祖先供養《Lễ Vu Lan (Lễ báo hiếu)》　 
8 月
土神儀礼《Cúng Đất》　　　　8 月中のある日、または 2 月
15 日 中秋節《Tết Trung Thu》 
10 月
新芽儀礼《Cúng cơm mới》　（10 月または 8 月におこなう）
　　日にちは家族やその年によって異なる
12 月
23 日 オンタオ送神儀礼《Tết ông Táo》 　 
30 日
大晦日　オンタオの戻る日、祖先を迎える儀礼、除夜儀礼





35 thần đất は土地神と訳すこともできるが、ベトナムの他の土地神と区別するため、「土神」としている。
36 チャン・ダイ・ヴィン氏 2013 年 , フィン・ディン・ケット氏 2013 年のご教示による。




　この男性・女性の本命神、チャンオン・チャンバーの儀礼は一年に一度、陰暦 1 月 8 日の
夜から 9 日にかけておこなわれる。この儀礼が済むと、人々は新年の仕事が始まるのだという。
②　土神（Thần Đất)35 




















下の通りである。① 2012 年 1 月 14 日～ 17 日オンタオ送神
儀礼（陰暦 12 月 23 日）調査を実施。② 2012 年 8 月 3 日～
31 日フエ市内、フォックティック村において聞き取り調査
を実施。③ 2013 年 6 月 10 日～ 30 日シン村において聞き取
り調査を実施。④ 2014 年 8 月 25 日～ 9 月 20 日シン村、フォ





37 トゥアティエン・フエ省行政ホームページ https://www.thuathienhue.gov.vn（最終閲覧 2014.12.18）
38 1553（1555）年楊文安により編纂されたフエ地域の地誌。現存する『烏州近録』は加筆されている。
　それぞれの調査地の概況は以下の通りである。
　フォンホー社はフエ市から約 4 km 西南方向の場所に位置し、面積 3375ha、農業地が
2352.43h を占める人口 9,407 人（2013 年調べ 37）の村である。フォックティック村はフエ市
の中心地から北西へ約 30Km に位置し、2008 年に国史跡に指定された伝統的集落である。村
の面積は約 28ha、現在 117 件ほどの建物があり、そのなかに築 200 ～ 100 年を経過する木造
民家の主屋が 24 軒ほどある（菊池 2010: 184, 2011: 5）。焼締陶器を中心とした窯業生産が 17
世紀以前から行われていた村である（菊池・小野田 2011: 136）。シン村は北と西を香河に接
し、別名「頼恩（ライアン Lại Ân）」と呼ばれ『烏州近録』38 にも記された歴史の古い村である。
この村では、オンタオ儀礼で使用するシン村版画が製作されている（図 6）。
事例 11：フィン・ディン・ケット（Huỳnh Đình Kết）氏（フォンホー社）
　フィン・ディン・ケット氏はフエ民間文化博物館館長であり、フエの民間信仰研究者である。






は 1999 年からガスコンロを使用している。以前は鉄の五徳を使用し 1981 年以前は市場で購
入した土製支脚も使用していた。現在の家屋を建ててから小さな土製の神像を置くようになっ









事例 12：ホアン・ディン・トアン（Hoàng Đình Toàn）氏（フォンホー社）











オは 1 年に 1 度送神儀礼で新しいものに交換する。送神儀礼の供物は、果物、花、ぜんざい、
おこわである。トアン氏はオンタオを祀らないと心配だといい、子どもの保護をする役割があ
り、子どもが病気になったときにオンタオの前で祈ると治ると信じている。
事例 13：ホアン・ディン・ゴイ（Hoàng Đình Ngói）氏（フォンホー社）











事例 14：キー・ヒュウ・フック（Kỳ Hữu Phước）氏（シン村）
　キー・ヒュウ・フック氏は 66 歳（2014 年）、シン村で版画製作を行っている。祖先は中国・





事例 15：レ・チョン・ダオ（Lê Trọng Đào）氏（フォックティック村） 



































事例 17：チュン・ティ・トゥ（Trương Thị Thú）氏（フォックティック村）
　チュン・ティ・トゥ氏は女性、年齢は 84 歳（2012 年）。現在一人暮らしで子どもたちは近
くの村に住んでいる。家屋は築 100 年以上である。トゥ氏はここで生まれたが、一度家を離
れ 1975 年に戻ってきている。主屋の左側に建てられた付属屋に高台の炉が置かれている。炉
は 1975 年から変わっていない。大きさは横 142 cm 縦 94.5cm 高さ 78cm。
　高台の炉の奥の少し高くなった場所をオンタオの祭壇として、香炉と造花、香炉の奥にオン
タオの神像が置かれている。三神を象った土製品は、1975 年から変わっていないという。毎









39 ファン・ティ・タイン・ヴァン氏は古都フエ遺跡保存センター（Trung tâm Bảo tồn Di tích Cô đô Huế）に所属し
ている。古都フエ遺跡保存センターは、フエの文化遺産の保存・修復・管理をおこなっている機関である。
40 原文「十二月二十四日子旹。上奏天曹。世人宜前於二十三日。 誠齊供敬送。至三十日回位。各宜 誠迎接。…」
41 チャン・ダイ・ヴィンはオンタオの神像をバーダウザウ（ba đầu rau）と記している。
　また、筆者の通訳者であるファン・ティ・タイン・ヴァン（PhanThị Thanh Vân）氏 39 もオ
ンタオについて話を聞かせてくれたため、以下に記しておきたい。














　フエに残されている竈神経文『灶君経』によると、竈神は陰暦 12 月 24 日子の刻に天に上
るため民間人は 23 日に儀礼をおこなう 40。また、儀式の後に再びオンタオ 41 を見送らなけれ






















う儀礼をしてオンタオに恩返しをする（Lê Trung Vũ 2003:47）。
事例 18：フィン・ディン・ケット家の送神儀礼























送りをフエ地域のオンタオ儀礼として取り上げている（Trân Đại Vinh 1995: 85, Huỳnh Đình Kết 
1998: 32-33, 2001: 52, 86, 大西 2002: 96-97, Huỳnh Ngọc Trảng, Nguyễn Đại Phúc 2013: 49-50）。







































































ドー・ラム・チ・ラン（Do Lam Chi Lan）は、オンタオが新生児を保護する契約をする際の
仲介役であるとして、病弱で育ちにくい子どもを神仏に「売り」、10 歳まで保護してもらうた
めに捧げる証書“bán khoán”は、オンタオが仲介して成立する。しかし、約束を違えお礼参
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